
第53期  報告書
2019年4月１日から2020年3月31日まで

日 本 の す べ ての 屋 根 に 防 災 瓦 を



〈経営理念〉

代表取締役社長

株主の皆様へ

経営に関するQ&A

平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
ここに、第53期（2019年4月1日～2020年3月31日）のご報告を申し上げます。

◆鶴弥の現状と今後の課題、その対策についてお聞かせください。
2020年3月期における当社を取り巻く経営環境としましては、大国間の貿易摩擦を中心とした国際的な世界経済の

減速懸念を強めた一方、国内においては消費税増税前の駆け込み需要の影響もあって緩やかな回復基調となりました。
住宅市場においては、当事業年度後半から消費税増税の反動減とみられる動きのある中で、3月ごろから新型コロナ

ウイルス感染症の流行拡大が重なった形となりましたが、当事業年度における当社事業活動への直接的な影響は限定
的なものとなりました。また、当事業年度には燃料をはじめとしたエネルギーコストは低下傾向となり、コスト削減、生
産性向上といったものづくり企業としての基本的な自助努力によって、当事業年度における経営成績としては増収増益
となりました。また、自己資本比率をはじめ財務指標も向上いたしました。

今後、目下の課題であります新型コロナウイルス感染症への対応、そして世界的な経済活動の減速といった前例の無
い状況下、先行き不透明で不安定な経営環境が継続すると予測されます。当社としましては、最大限の感染防止策を講
じた上で可能な限り事業を継続し、雇用の維持、製品の安定供給に努めてまいる所存であります。また、この機会を経
営体質、事業活動全般について見直しを行う契機と捉え、中期経営計画（2019年3月期～2021年3月期）の最終年度
として、「わくわくする　げんきな会社」をビジョンとして、会社全体で高いモチベーションを持って、新事業の育成、新製
品の開発、生産活動の抜本的な見直し、従業員の意識向上、財務体質の一層の改善を進めてまいる所存であります。

また、これら戦略を着実に進捗させる一方、陶板事業においては、室内灯でも抗菌機能を有する「抗菌性光触媒シ
リーズ」を追加するなど研究開発活動等の先行投資は積極的に行い、引き続き長期的な視点での企業経営に邁進して
まいる所存であります。
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ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）
最優秀賞　賞状

陶板壁材「スーパートライＷａｌｌ」
物件写真

◆鶴弥の社会的責任についてお聞かせください。
企業は、市民としての事業活動を通じて社会との協調のもとで持続的に発展し、同時にそうした事業活動が、企業と

社会との相乗的な発展に資するとの考え方から、昨今、特に企業の社会的責任に注目が集まっております。

・企業活動における社会貢献について
当社は、国民生活の基盤である「住まい」に関わる企業として、安心・安全な製品を皆様にお届けし、その結果として、

この日本の文化的景観を守り、「住文化」そのものに貢献することが最も重要な社会的責任であると考えております。

・地震・台風への対策について
地震や台風といった災害の多い日本の住宅市場では、住宅用建材においても「防災性能」は共通した課題であります。

当社の主力製品「スーパートライ１１０シリーズ」は過去の災害を教訓に開発した「防災瓦」であり、これまでにも各種性能
試験や実際の災害でその効果を発揮してまいりました。今回、この活動が評価され、第６回ジャパン・レジリエンス・アワード

（強靭化大賞）最優秀賞を受賞いたしました。当社は、今後も継続してこの防災瓦の啓蒙、普及活動を進めることで、災害
に強い安心・安全な日本の住文化形成に資することができると考え、「日本のすべての屋根に防災瓦を」をキーワードに、
一層の営業活動強化、認知度向上を図ってまいる所存であります。

・環境対策について
粘土瓦製造業は、天然素材の粘土や釉薬を原料として使用し、化石燃料を用いて焼成していることから、元来自然

環境との関係性が深い業種であります。よって、当社は、環境対策を進めることが企業としての重要な社会的責任の
ひとつであると考え、従来から、生産活動における省エネ推進等の環境負荷の低減を行ってまいりました。最近の事例
としては、瓦運搬用木製パレットの回収や社内補修を積極的に行い、限られた資源の有効活用を強化しております。

今後も当社は、事業活動そのものの環境負荷の低減を図るとともに、環境面に配慮した製品開発とその普及に努
めてまいる所存であります。
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トピックス
１．陶板壁材「スーパートライ Ｗａｌｌ」抗菌性光触媒シリーズ発売のお知らせ

陶板壁材「スーパートライ Ｗａｌｌ」に、可視
光対応の抗菌性光触媒シリーズを発売いた
しました。
抗菌性光触媒は内装材として使用する際、
室内照明で壁表面の光触媒が活性化し、高
い抗菌力を発揮します。

3．第６回ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）最優秀賞受賞のお知らせ
地震・台風・大雨に強い防災瓦「スーパートライ１１０シリーズ」において、屋根材業界で初となる、
ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）最優秀賞を受賞いたしました。

２．被災屋根用 棟養生シート「らく棟シート」 発売のお知らせ
被災屋根の雨養生は、後の復興の効率化において非常に重要です。同一地域・同一時期に発生する自然災害
では、専門業者が雨養生できる数が限られ、
他業種の工事業者が行うことも少なくあり
ません。
そのような状況を想定し、『少しでも早く確
実に』『一定期間養生が可能な』シートとして

「らく棟シート」 を発売いたしました。

＜ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）について＞
「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靭化大賞）」は、
次世代に向けたレジリエンス社会構築へ向けて、強靭な国づくり、地域
づくり、人づくり、産業づくりに資する活動、技術開発、製品開発等に取り
組んでいる先進的な企業・団体を評価、表彰する制度です。

（主催：一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会）

黄色ブドウ球菌 500lx 光照射8時間後

らく棟シート

スーパートライ110シリーズ 物件写真

黄色ブドウ球菌に対し
抗菌力が99.99％
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財務ハイライト
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※1：当社の全国シェアは三大産地（※2）の合計に対するシェアのことを言います。　※2：三大産地とは三州瓦（愛知県）、石州瓦（島根県）、淡路瓦（兵庫県）を表します。
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財務諸表

貸借対照表	 （単位：千円）

科　　目 第52期
（2019年3月31日現在）

第53期
（2020年3月31日現在）

流動資産 4,723,100 4,390,508
固定資産 11,650,420 11,426,104
資産 16,373,520 15,816,613
負債 5,121,463 4,451,323
純資産 11,252,057 11,365,289

損益計算書	 （単位：千円）

科　　目
第52期

（自　2018年4月		1日）
（至　2019年3月31日）

第53期
（自　2019年4月		1日）
（至　2020年3月31日）

売上高 8,299,435 8,301,139
売上総利益 2,181,418 2,332,865
販売費及び一般管理費 1,901,823 1,894,084
営業利益 279,595 438,780
経常利益 299,051 449,104
税引前当期純利益 212,937 449,104
当期純利益 113,608 298,832

キャッシュ・フロー計算書	 （単位：千円）

科　　目
第52期

（自　2018年4月		1日）
（至　2019年3月31日）

第53期
（自　2019年4月		1日）
（至　2020年3月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 597,828 426,867
投資活動によるキャッシュ・フロー △	26,499 △	45,987
財務活動によるキャッシュ・フロー △	576,019 △	590,160
現金及び現金同等物の増減額 △	4,691 △	209,280
現金及び現金同等物の期首残高 1,806,961 1,802,270
現金及び現金同等物の期末残高 1,802,270 1,592,989

鶴弥 IR決算短信などの詳細情報は
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大株主（上位12名）
株主名 持株数 持株比率

千株 %

鶴見哲 1,551 20.2
有限会社トライ 595 7.7
株式会社三菱UFJ銀行 308 4.0
株式会社商工組合中央金庫 308 4.0
遠山和子 220 2.8
南條宏 200 2.6
株式会社ライブスター証券 180 2.3
日本証券金融株式会社 169 2.2
株式会社石川時鐵工所 135 1.7
鶴見日出雄 132 1.7
岡崎信用金庫 132 1.7
細井芳美 132 1.7

（注）持株比率は、自己株式（112,916株）を控除して計算しております。

所有者別株式分布

株式の状況 （2020年3月31日現在）

会社概要 （2020年3月31日現在）

発行可能株式総数	 25,000,000	 株
発行済株式の総数	 7,767,800	 株（自己株式112,916株を含む。）
株主数	 2,408	 名

個人・その他
64.2%

金融機関
14.9%

その他国内法人
13.1%

外国人
3.6%

証券会社
4.2%

商 号 株式会社　鶴弥
 ＴＳＵＲＵＹＡ CO．，ＬＴＤ．
設 立 1968年2月
事 業 内 容 1.粘土瓦の製造および販売
 2.屋根工事の請負および施工
 3.陶板壁材の製造および販売
 4.建築資材の開発および販売
 5.金型の設計、製作、加工、保守
    および販売
 6.前各号に付帯関連する一切の事業
資 本 金 21億4,413万円
従 業 員 数 395名

役　　員 （2020年6月23日現在）
　代表取締役社長 鶴 見  　 哲
　取 締 役 三 井  真 司
　取 締 役 満 田  勝 己
　取 締 役 角 森  一 夫
　取 締 役 根 崎  尚 樹
　取 締 役 髙 垣  俊 壽
　常 勤 監 査 役 稲 田  康 孝
　監 査 役 鶴 見  秀 夫
　監 査 役 髙 須  　 光
　（注1）取締役髙垣俊壽氏は、社外取締役であります。
　（注2） 監査役稲田康孝氏及び鶴見秀夫氏は社外監

査役であります。

事業所
本 社 及 び 〒475-8528
本 社 工 場 愛知県半田市州の崎町2番地12

西 尾 工 場 〒444-0325
 愛知県西尾市楠村町南浜屋敷16番地1

衣 浦 工 場 〒475-0032
 愛知県半田市潮干町1番地1

阿久比工場 〒470-2215
 愛知県知多郡阿久比町大字矢高字西の台1番地1

北 陸 支 店 〒932-0136
 富山県小矢部市平田3102番地

仙台営業所 〒983-0013
 宮城県仙台市宮城野区中野5丁目3番地の35
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株主メモ
事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月下旬
基準日 定時株主総会・期末配当 3月31日
 中間配当 9月30日
公告掲載方法 当社のホームページに掲載します。
 ただし、電子公告によることができない事故その他やむを得ない事由が生じたときは、
 日本経済新聞に掲載いたします。
公告のホームページアドレス https://www.try110.com
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
 三井住友信託銀行株式会社
特別口座の口座管理機関 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
 三井住友信託銀行株式会社
同事務取扱場所 〒460-8685　名古屋市中区栄三丁目15番33号
 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
郵便物送付先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電 話 照 会 先） TEL（0120）782-031（フリーダイヤル）
 取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店で行っております。
単元株式数 100株

　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の
　口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出について

　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
未払配当金の支払いについて

　配当金支払いの際送付している「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ねております。
　確定申告を行う際は、その添付書類としてご使用いただくことができます。
　※確定申告をなされる株主様は、大切に保管ください。

「配当金計算書」について

当社ホームページのご案内
当社ホームページでは、製品情報やIR情報など、皆様に当社を知って
いただくための各種情報を発信しております。是非ご覧ください。
https://www.try110.com/


